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の記録を、次の教育機関につなげていくことである。し
かし、現実に現場からの声として聞かれるのは、幼稚
園から小学校へ送付される指導要録の情報は却って先
入観となり、教育上好ましくないとの理由で小学校が受
け取りに消極的であるという。なかには進学先（小学
校）に抄本を送付していなかった園があったと聞く。今
では、義務化されており、そのようなことはないだろうが、
要録を参考にするかは意識の問題である。子どもを理
解するための手段やその機会が形式的なものとなること
は残念である。小学校教員として、入学してくる子ども
についての成長・発達の過程を辿り、いかなる指導や
援助が成されていたのか、そして今はどのような状況な
のかを知っておくことは重要であろう。小学校教員の入
学してくる子どもに対して先入観をもつことなくかかわりた
いという願い、要録内容は幼稚園教員からの報告であり、
自身の観点による情報以外は不要であるといった話も耳
にするが、その上で進めていくのが小学校教員としての
職務なのではないだろうか。
Ⅶ　おわりに
　教員は、自身の所属する教員集団に加入することに
よって教員のもつ価値や態度を内面化していくものであ
る。これらが小学校教員独自の文化となり、幼稚園教
員のそれと異なる。ときに教員の行動や意識の硬直性
が問題視されるが、それは両校種間の「連携」、「交
流」、「接続」において障害となることがある。本小論
で述べてきたことはこのことに尽きるが、おわりにあたっ
て確認しておきたい。小学校に入学するとその時点から
子どもには時間の厳守が当然のように要求される。その
学校文化、教員の文化のなかで時間感覚や教室内で
の秩序ある行動、話しを聞く態度などは、幼稚園と比較
して、より厳格さを要求されるようになる。学校や学級で
小学校教員が望ましいと考える規範への適合的な行動
が求められる。このような文化内容の相違についても相
互に理解は必要なる。
　小学校と幼稚園とが「連携」を図るには、そこには
校種間の差異があること、そしてその差異が何によっ
て生じるのかを理解する必要がある。小学校と幼稚園
の「連携」は、教育課程の水準で繋がりをもつことで
あり、教育課程の「接続」は「連携」にとっての鍵と
なると言うが、小学校、特に低学年担当教員は幼稚園
の教育課程、さらに指導計画を、幼稚園教員が小学
校低学年の教育課程を理解すべきである。両者の「連
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